
広
報
富
士
河
口
湖

　
２６

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
開
催
の
お
知
ら
せ

郡
内
高
校
生
短
歌
大
会
作
品
募
集

子
育
て
支
援
（
親
子
体
操
教
室
）の
お
知
ら
せ

～
健
康
科
学
大
学
か
ら
お
知
ら
せ
～

地
域
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
公
開
授
業

雇
用
促
進
住
宅
河
口
湖
宿
舎

　
　
（
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
河
口
湖
）
入
居
者
募
集

＝
紙
わ
ら
べ
の
蔵
＝

　
　
　
ミ
ニ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

募

集

　
（
財
）
雇
用
振
興
協
会
東
京
支
所
で
は
左
記
住
宅
に
つ

い
て
入
居
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
所
在
地
　
富
士
河
口
湖
町
小
立
５
８
９
２
‐
７

■
名
　
称
　
雇
用
促
進
住
宅
河
口
湖
宿
舎

　
　
　
　
　
（
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
河
口
湖
）

■
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ
　
家
賃
３
万
～
３
万
６
千
円

■
共
益
費
　
２
７
５
０
円
　

　
　
　
　
　
駐
車
場
使
用
料
３
１
５
０
円

※
雇
用
促
進
住
宅
は
、
勤
労
者
の
方
が
利
用
で
き
る
公
共

　
の
賃
貸
住
宅
で
す
。

※
敷
金
（
２
か
月
分
の
家
賃
）
以
外
の
礼
金
・
手
数
料
は
不

　
要
で
す
。

他
に
も
「
入
居
者
資
格
」
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
詳
し
い
問
合
先

　
（
財
）
雇
用
振
興
協
会
東
京
支
所

　
　
　
℡
03
‐
5
6
0
0-

9
0
1
7
　

　
又
は
富
士
吉
田
公
共
職
業
安
定
所
（
�
23
‐
8
6
0
9
）

　
富
士
河
口
湖
町
テ
ニ
ス
協
会
で
は
一
般
社
会
人
、
小
学

生
の
初
心
者
を
対
象
に
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
テ
ニ
ス
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
方
、
子
供
に
テ

ニ
ス
を
考
え
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
テ
ニ
ス
を
始
め

ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時
　
９
月
６
・
13
・
20
・
27
日
（
毎
週
木
曜
日
）

　
　
　
①
一
般
初
心
者
向
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
用
　
１
０
０
０
円

　
　
　
②
小
学
生
初
心
者
向
（
３
年
～
５
年
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
～
７
時
　
費
用
５
０
０
円

■
場
　
所
　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
リ
ゾ
ー
ト
（
予
定
）

■
締
切
り
　
８
月
31
日
ま
で

●
申
込
み
、
問
合
先
　

　
　
　
　
℡
0
9
0-

8
5
8
6-

2
9
1
7
（
流
石
）

　
当
大
学
に
お
き
ま
し
て
、
授
業
の
一
環
と
し
て
「
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
特
別
講
義
」を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
授
業
は
、
一
般
的
に
も
非
常
に
興
味
深
い
内
容
が
多

い
の
で
、
こ
の
度
公
開
授
業
の
形
で
地
域
の
方
々
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
振
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

☆
講
義
Ⅰ

■
講
義
題
目
　
『
今
変
わ
る
障
害
児
教
育
』

～
医
療
・
福
祉
等
と
の
連
携
及
び
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化
を
求
め
て
～

■
日
　
時
　
９
月
12
日(

水)
 

午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
健
康
科
学
大
学
　
Ｂ
１
０
１
教
室

■
講
　
師
　
健
康
科
学
大
学
　
香
川
　
邦
生
先
生

☆
講
義
Ⅱ

■
講
義
題
目
　
『
人
は
ど
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
る
の
が

　
　
　
　
　
　
幸
せ
か
』

■
日
　
時
　
９
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
講
　
師
　
花
の
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
伊
藤
真
美
先
生

☆
講
義
Ⅲ

■
講
義
題
目
　
『
デ
ン
マ
ー
ク
の
福
祉
』

　
　
　
　
　
～
あ
る
高
齢
者
の
生
き
方
を
見
つ
め
て
～

■
日
　
時
　
11
月
28
日(

水)
 

午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
健
康
科
学
大
学
Ｂ
１
０
１
教
室

■
講
　
師
　
ユ
ー
ロ
ジ
ャ
パ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
社
長
　
小
島
ブ
ン
ゴ
ー
ド
孝
子
先
生

●
問
合
先
　
健
康
科
学
大
学
　
℡
83
‐
5
2
0
0

■
日
　
時
　
８
月
18
日(

土)

午
後
２
時
～
　
ざ
る
①

　
　
　 

 
 

　
８
月
19
日(

日)

午
後
２
時
～
　
ざ
る
②

　
※
２
日
間
か
け
て
ざ
る
を
作
り
ま
す

■
講
習
料
　
材
料
費
込
み
で
５
０
０
円

　
　
　
　
　
ハ
サ
ミ
な
ど
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（
℡
72-

６
２
３
３
）

■
対
　
象
　
郡
内
地
域
在
住
、
在
籍
高
校
生(

定
時
制
含
む) 

■
内
　
容
　
自
由(

5
･
7
･
5
･
7
･
7
の
短
歌
形
式
を
も

　
　
　
　
　
つ
も
の)

■
作
品
数
　
一
人
３
首
以
内

■
参
加
料
　
無
料

■
そ
の
他
　
優
秀
作
品
は
表
彰
い
た
し
ま
す

■
申
込
み
　
９
月
20
日(

木)

ま
で
に
原
稿
用
紙(

縦
書
き)

　
ま
た
は
葉
書
に
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
　
〒4

0
1
-
0
3
0
1

　
富
士
河
口
湖
町
船
津3

6
1
1
-
3
0

　
　
　
　
　
　
岳
麓
短
歌
協
会
事
務
局
　
吉
濱
み
ち
子

●
問
合
せ
　
℡
73
‐
２
４
０
１

※
主
催
　
岳
麓
短
歌
協
会･

山
梨
日
日
新
聞
社･

山
梨
放
送

※
後
援
　
富
士
短
歌
会

　
親
子
一
緒
に
運
動
あ
そ
び
を
し
ま
し
ょ
う
。
体
操
教

室
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

■
内
　
容
　
・
親
子
で
運
動
あ
そ
び
・
英
語
絵
本
の
読

　
　
　
　
　
　
み
聞
か
せ
・
園
庭
で
の
砂
場
遊
び
な
ど

　
※
子
育
て
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。



広
報
富
士
河
口
湖

　
２７

＝
在
職
者
訓
練
の
お
知
ら
せ
＝

第
12
回
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

　
　
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
～

第
12
回
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

　
　
～
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集
～

　 

～
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
か
ら
～

＝
訓
練
生
募
集
の
ご
案
内
＝

■
対
　
象
　
１
歳
～
５
歳
児

■
場
　
所
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園

※
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
で
は
、
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク

　
ル
や
グ
ル
ー
プ
に
幼
稚
園
の
施
設
を
開
放
し
て
お
り
ま

　
す
。森
の
散
策
や
自
然
観
察
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で

　
き
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
（
72
‐
５
５
２
２
）

　
山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富
士
ふ
れ

あ
い
の
村
ま
つ
り
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り
は
、
富
士
北
麓
・
東
部
地

域
の
障
害
児
・
者
の
方
々
と
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
が
集

い
、
一
日
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で

す
。
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
は
、
ま
つ
り
の
運
営

ス
タ
ッ
フ
の
補
助
や
模
擬
店
の
手
伝
い
な
ど
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
。
み
ん
な
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
、
一

緒
に
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
時
　
９
月
16
日(

日)
 

午
前
８
時
30
～
午
後
４
時

　
※
当
日
の
昼
食
は
、
ご
用
意
し
ま
す
。

■
場
　
所
　
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
運
動
場
（
雨
天
時

　
　
　
　
　
は
、
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
体
育
館
）

■
申
込
み
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

　
　
　
　
　
は
、
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　
　
　
　
　
９
月
３
日(

月)

ま
で
に(

定
員
20
名
程
度)

　
　
　
　
　
事
務
局
ま
でf

a
x

し
て
く
だ
さ
い
。

※
開
催
前
日(

午
後)

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
先
　

　
　
　
　
　
山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　 

　
　
　
ふ
れ
あ
い
推
進
ス
タ
ッ
フ
　
中
嶋

　
　
　
　
　
　 

℡
72-

5
5
3
3
　f

a
x

72-

5
5
3
9

■
日
　
時
　
９
月
16
日(

日)
 

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
　
所
　
晴
天
時:

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
内
指
定
場
所

　
　
　
　
　
雨
天
時:

富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内

■
申
込
み
方
法
　
出
店
申
込
書
を
提
出

　
　
　(

ま
ず
は
、
電
話
かf

a
x

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い)

■
受
付
期
間
　
８
月
10
日
ま
で

■
留
意
事
項
　
飲
食
物
及
び
偽
ブ
ラ
ン
ド
品
は
扱
わ
な

　
　
　
　
　
　
い
で
下
さ
い
。

　
　
※
業
者
の
方
の
出
店
は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

　
　
※
詳
し
く
は
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

■
参
加
料
　
１
ブ
ー
ス 

１
０
０
０
円

●
問
合
先
　
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
事
務
局
（
県
立
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
℡
72-

5
5
3
3
　f

a
x

72-

5
5
3
9

　
　

〈
機
械
科
〉　

　
普
通
旋
盤
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
等
に
よ

る
金
属
切
削
加
工
の
技
能
、
製
図
の
知
識
、
溶
接
技
能
等

の
修
得

〈
服
飾
科
〉

　
採
寸
、
型
紙
作
り
か
ら
、
動
力
ミ
シ
ン
に
よ
る
婦
人
服
、

子
供
服
等
が
作
れ
る
技
能
、
販
売
の
た
め
の
知
識
の
習
得

　
※
機
械
科
・
服
飾
科
共
に

■
訓
練
期
間
　
10
月
～
３
月(
６
ヶ
月
間)

■
応
募
資
格
　
公
共
職
業
安
定
所
の
求
職
申
込
者

■
申
込
み
　
８
月
31
日(

金)

ま
で

〈
パ
ソ
コ
ン
科
〉

　
Ｉ
Ｔ
の
基
礎
知
識
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
の
取
得

※
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
検
定
試
験(

３
級)

(

職
業
能
力
開

発
　
協
会
主
催)

合
格
を
め
ざ
す

■
訓
練
期
間
　
10
月
～
12
月(

２
ヶ
月
間)

■
応
募
資
格
　
公
共
職
業
安
定
所
の
求
職
申
込
者(

ワ
ー

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
な
ど
で
ロ
ー
マ
字
入
力
が
で
き
、
簡

　
　
　
　
　
　
単
な
文
書
作
成
が
で
き
る
方)

■
申
込
み
　
９
月
７
日(

金)

ま
で

　
い
ず
れ
も
受
講
料
無
料(

教
科
書
代
等
は
自
己
負
担)

●
訓
練
場
所
・
問
合
先

　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校(

都
留
市
小
形
山
１
番
地)

　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
43
‐
８
９
１
１

　～
接
遇
・
応
対
の
た
め
の
英
会
話
～

■
日
　
時
　
10
月
1
・
2
・
4
・
5
・
9
・
10
日
の
６
日
間

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
15
名
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
対
象
者
　
外
国
の
方
と
の
対
話
業
務
に
携
わ
る
方
、
お

　
　
　
　
　
よ
び
英
会
話
に
興
味
の
あ
る
方
。

～
エ
ク
セ
ル
（
応
用
２
回
目
）
～

　(

※
注
　
エ
ク
セ
ル
応
用
１
回
目
と
同
じ
内
容
で
す)

■
日
　
時
　
10
月
2
・
4
・
5
・
9
・
11
・
12
日
の
６
日
間

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
20
名
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
対
象
者
　
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
て
い
る

　
　
　
方
。(

エ
ク
セ
ル
応
用1

回
目
応
募
の
方
を
除
く)

●
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校 

(

都
留
市
小
形
山
１
番
地)

　
　
　
℡
0
5
5
4-

43-

8
9
1
1
　

　
　
　f

a
x

0
5
5
4-

43-

8
9
1
2



広
報
富
士
河
口
湖

　
２８

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
「
放
送
大
学
」

放
送
大
学
　
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

お
天
気
フ
ェ
ア
２
０
０
７
の
お
知
ら
せ

犬
の
し
つ
け
方
教
室 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
お
よ
そ
3
0
0
科
目
あ
る
授
業

か
ら
、
１
科
目
だ
け
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 
 

平
成
18
年
度
か
ら
は
、
放
送
大
学
が
指
定
し
た
特
定
の

科
目
群
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
系
的
な
ひ
と
つ
の

分
野
の
学
習
を
修
得
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
「
科
目
群
履

修
認
証
制
度
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
19
年
度
第
２
学
期
（
10
月
入
学
生
）
教
養
学

部
生
お
よ
び
大
学
院
生
を
募
集
中
！

○
入
学
資
格

　
教
養
学
部
は
15
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
無
試
験
で
入

学
で
き
ま
す
。

　
大
学
院
の
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生
は
18
歳
以
上
な

ら
ば
誰
で
も
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す
。

○
出
願
受
付
期
間

　
　
　
～
８
月
15
日
（
水
）【
大
学
本
部
必
着
】
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
随
時
一

日
体
験
入
学
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
方
法
や
授
業
内
容
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
資
料
請
求
・
問
合
先

　
放
送
大
学
　
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5-

2
5
1-

2
2
3
8
）

　
～
平
成
19
年
度
８
月
公
開
講
座
～

■
日
　
時
　
８
月
19
日(

日)
 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
人
　
数
　
80
名

■
講
師
名
　
菅
　
弘
康

　
　
　
　(

す
げ
臨
床
心
理
相
談
室
主
宰
・
臨
床
心
理
士)

■
題
　
目
　
『
こ
こ
ろ
の
世
界
、
自
分
を
知
る
こ
と
』

　
　
　
　
　
～
臨
床
心
理
士
の
視
点
か
ら
～

■
開
催
場
所
　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　(

山
梨
大
学
内)

講
義
室
２

■
参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参

　
加
で
き
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

　
込
み
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法
　
定
員
制
の
た
め
、
事
前
に
電
話
ま
た
は
�

　
で
の
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先
　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
《
休
館
日
　
毎
週
月
・
祝
日
》

　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
5
1-

2
2
3
8
　

　
　
　
　
　
　
　f

a
x

0
5
5-

2
5
1-

2
1
9
3

　
放
送
大
学H

P

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
-
a
i
r
.
a
c
.
j
p
/
h
p

　
障
害
者
の
職
業
能
力
の
開
発
を
促
進
し
、
技
能
労
働
者

と
し
て
社
会
に
参
加
す
る
自
信
と
誇
り
を
高
め
る
と
と

も
に
、
広
く
障
害
者
に
対
す
る
社
会
の
理
解
と
認
識
を
高

め
、
雇
用
の
促
進
と
地
位
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

■
技
能
職
種
及
び
募
集
人
数

①
職
業
技
能
競
技

　
・
洋
裁(

10
人)
・
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ(

10
人)

　
・�

パ
ソ
コ
ン
操
作
※
視
覚
障
害
者
に
限
る(

10
人)

　
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス(
10
人)

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

10
人)

②
生
活
余
暇
技
能
競
技

　
・�

凧
製
作(

15
組
30
人)

■
参
加
料
　
無
料(

昼
食
は
、
主
催
者
が
用
意
し
ま
す)

■
申
込
期
限
　
８
月
17
日(

金)

■
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
各
競
技
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
大
会
の
詳
し
い
問
合
せ
・
申
込
先

　
◎
山
梨
県
商
工
労
働
部
　
職
業
能
力
開
発
課

　
　
〒4

0
0
-
8
5
0
1

　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
6-

1

　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

1
5
6
6
　

　
　
　
　f

a
x

0
5
5-

2
2
3-

1
5
6
0

　
◎(

社)

山
梨
県
雇
用
促
進
協
会

　
　
〒4

0
0
-
0
0
3
1

　
甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
7-

23

　
　
鈴
与
甲
府
ビ
ル
4
階

　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
3
2-

8
3
1
0
　

　
　
　
　f

a
x

0
5
5-

2
2
2-

2
1
1
9

■
期
　
日
　
８
月
25
日
（
土
）
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
気
象
台
（
甲
府
市
飯
田
4-

7-

29
）

■
対
　
象
　
小
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
な
ど

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
み
　
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

※
そ
の
他
　
気
象
台
に
は
十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ

　
り
ま
せ
ん
。
徒
歩
や
バ
ス
等
の
公
共
の
交
通
機
関
を
利

　
用
し
て
下
さ
い
。

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

　
○
緊
急
地
震
速
報
コ
ー
ナ
ー

　
○
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
を
体
験
し
よ
う

　
○
気
象
台
見
学
コ
ー
ナ
ー

　
○
実
験
・
工
作
コ
ー
ナ
ー

　
○
お
誕
生
日
の
天
気
調
べ

　
○
気
象
測
器
を
さ
わ
っ
て
み
よ
う
　
　
　
　
　
　

●
問
合
先
：
甲
府
地
方
気
象
台
総
務
課
　
担
当
　
加
藤

　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
2-

3
6
3
4
　

　
　
　f

a
x

0
5
5-

2
2
2-

3
7
8
4

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
・
飼
い
始
め
た
人
・
こ
れ
か
ら
犬

を
飼
お
う
と
思
っ
て
い
る
人
・
し
つ
け
が
上
手
く
で
き
な

い
人
な
ど
ど
ん
な
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
下
さ
い
。 

■
日
　
時
　
８
月
24
日
（
金
）
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 



広
報
富
士
河
口
湖

　
２９

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

下
水
道
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

富
士
五
湖
聖
苑
か
ら
休
苑
の
お
知
ら
せ

平
成
20
年
度 

 

学
生
募
集

　
　
農
業
大
学
校
が
変
わ
り
ま
す
！

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
内
２
階
大
会
議
室 

 

■
講
　
師
　
公
認
訓
練
士 

 

■
受
講
料
　
無
料 

 
●
問
合
先
　
富
士
・
東
部
保
健
所
衛
生
課

　
　
　
　
　
℡
24-

9
0
3
3 

 

＊
飼
い
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
　
時
　
９
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
笛
吹
市
石
和
町
）

■
催
し
物
　
下
水
道
施
設
見
学
会
、
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン
、
フ
ァ
フ
ァ
、
大
道
芸

　
　
　
　
　
お
た
の
し
み
抽
選
会
、
農
産
物
直
売
な
ど

●
問
合
先
　
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5-

2
6
3-

2
7
3
8
）

　
こ
の
調
査
は
、
本
年
7
月
31
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、

常
用
労
働
者
が
1
～
4
人
の
事
業
所
の
賃
金
・
労
働
時
間

・
雇
用
の
実
態
を
把
握
し
、
国
や
県
の
労
働
・
経
済
に
関
す

る
行
政
施
策
を
策
定
す
る
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
、
全

国
規
模
で
行
わ
れ
る
調
査
で
す
。
調
査
の
趣
旨
を
御
理
解

の
上
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

■
調
査
対
象
　
厚
生
労
働
省
が
指
定
し
た
調
査
地
区
内

　
　
　
　
　
　
の
事
業
所
　

■
調
査
方
法
　
8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
統
計
調
査
員

　
　
　
　
　
　
が
訪
問
し
て
調
査
票
を
作
成

●
照
会
先
　
山
梨
県
企
画
部
統
計
調
査
課
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

1
3
4
1

　
平
成
20
年
度
か
ら
、
専
門
学
校
と
し
て
「
養
成
科
」「
専

攻
科
」
を
新
設
し
未
来
の
農
業
を
担
う
人
材
を
養
成
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
４
年
制
大
学
へ
の
編
入
も
可
能
と
な

り
、
卒
業
生
に
は
「
専
門
士
」
の
称
号
が
付
与
さ
れ
る
予

定
で
す
。

【
募
集
人
員
・
出
願
資
格
】

　
養
成
科
（
30
名
）

　
◇
果
樹
学
科 

20
名
・
園
芸
学
科

　
　
　
（
野
菜
・
花
き
コ
ー
ス
）10
名
　
　

　
　
※
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
の
者
）
　

　
専
攻
科
（
若
干
名
）

　
◇
落
葉
果
樹
学
科
（
若
干
名
）

　
　
※
短
期
大
学
以
上
で
農
業
課
程
を
修
め
た
卒
業
者

　
　 

 
 
 

　
（
卒
業
見
込
み
の
者
）

【
問
合
先
】 

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
　

　
　
℡
０
５
５
１-

32-

２
２
６
９ 

　
　f

a
x

０
５
５
１-

32-

２
０
３
４

　
富
士
五
湖
聖
苑
は
、
火
葬
炉
及
び
各
種
保
守
点
検
の
た

め
、
次
の
日
程
で
休
苑
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
左
記

の
と
お
り
、
火
葬
業
務
・
斎
場
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
火
葬
棟
　
８
月
30
日(

木)

　
１
日
間

■
葬
祭
棟
　
８
月
30
日(

木)

　
午
後
３
時

　
　
　
　
　
～
８
月
31
日(

金)

　
午
後
２
時
ま
で

●
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
　
富
士
五
湖
聖
苑

試 験 区 分 試 験 日

養成科〈推  薦〉

専攻科〈一般Ａ〉

平成19年

10月18日

養成科〈一般前期〉

専攻科〈一般Ｂ〉

平成20年

1月17日

養成科〈一般後期〉

専攻科〈一般Ｃ〉

平成20年

2月29日



広
報
富
士
河
口
湖

　
３０

二
十
八
紙
大
曼
荼
羅
に
つ
い
て

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
　
今
月
号
の
古
の
小
径
で
は
、
町
内
の
小
立
地
区
に
所
在

す
る
蓮
華
山
妙
法
寺
に
ま
つ
わ
る
日
蓮
聖
人
（
鎌
倉
時
代

に
日
蓮
宗
を
開
い
た
僧
侶
）
ゆ
か
り
の
歴
史
資
料
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
甲
斐
国
志
の
妙
法
寺
欄
に
「
弘
安
元
年
十
一
月
日
蓮
此

地
ニ
遊
化
シ
盛
ニ
法
華
ノ
妙
典
ヲ
説
キ
里
民
競
集
リ･

･
･

中

略･
･
･

二
十
八
接
ノ
大
曼
荼
羅
ヲ
書
シ
テ
賜
フ
」
と
あ
り
ま

す
。
（
弘
安
元
年
＝
西
暦
一
二
七
八
年
）

　
こ
の
と
き
日
蓮
聖
人
よ
り
教
化
を
受
け
た
人
は
二
十
八

人
と
い
わ
れ
、
そ
の
中
の
代
表
の
渡
辺
藤
太
夫
と
い
う
人

が
帰
依
し
て
、
日
蓮
の
弟
子
（
法
名
・
日
長
）
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
日
長
ら
の
願
い
に
よ
り
、
二
十
八
枚
の
和
紙
を
継
ぎ

合
わ
せ
て
、
染
筆
し
た
御
本
尊
（
大
曼
荼
羅
）
を
日
蓮
よ

り
拝
領
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
有
名
な
二
十
八
紙
大
曼
荼
羅

で
あ
り
ま
す
。

　
言
い
伝
え
に
よ
る
と
日
蓮
は
、
染
筆
を
大
き
な
石
の
上

で
行
い
、
柳
の
枝
を
叩
い
て
筆
と
し
て
書
き
始
め
た
と
こ

ろ
、
傍
ら
の
大
石
が
あ
り
が
た
い
こ
の
字
を
見
よ
う
と
し

て
「
前
方
に
曲
が
り
、
象
の
鼻
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
っ
た
。
」

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
柳
の
木
を
採
取
し
た
場
所
を
「
柳

久
根
」
・
象
の
鼻
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
っ
た
大
き
な
石
を

「
鼻
曲
り
石
」
と
言
い
、
小
立
地
区
に
霊
地
と
し
て
現
在

も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
こ
の
大
曼
荼
羅
は
文
和
元
年
（
一
三
五
二
）
に

駿
河
・
岡
の
宮
（
現
在
の
静
岡
県
沼
津
市
）
の
光
長
寺
へ

諸
事
情
に
よ
り
預
け
ら
れ
た
た
め
、
現
在
妙
法
寺
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
預
け
た
八
十
余
年
後

に
光
長
寺
開
基
・
日
法
上
人
真
筆
の
十
八
紙
の
曼
荼
羅
を

い
た
だ
き
、
（
『
妙
法
寺
史
録
抄
』
よ
り
）
現
在
妙
法
寺

霊
宝
と
し
て
正
月
と
盆
の
年
二
回
大
勢
の
方
が
奉
拝
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
関
係
上
、
こ
の
二
十
八
紙
大
曼
荼
羅
は
、

妙
法
寺
住
職
在
職
中
一
回
記
念
事
業
等
の
折
、
「
里
帰
り
」

と
称
し
、
光
長
寺
か
ら
妙
法
寺
へ
一
日
か
ら
二
日
間
ほ
ど

妙
法
寺
本
堂
に
て
ご
開
帳
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る

と
の
事
で
す
。
最
近
で
は
平
成
十
一
年
五
月
九
日
の
日
蓮

聖
人
開
宗
七
五
〇
年
慶
讃
法
要
の
と
き
に
「
里
帰
り
」
を

果
し
、
妙
法
寺
本
堂
に
て
御
開
帳
さ
れ
、
当
日
は
近
郷
近

在
か
ら
集
ま
っ
た
参
詣
者
で
妙
法
寺
境
内
は
大
い
に
賑
わ

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
日
蓮
聖
人
か
ら
い
た
だ
い
た
二

十
八
紙
の
大
曼
荼
羅
は
、
縦
二
四
三
、
九
セ

ン
チ
×
横
幅
一
二
四
、
九
セ
ン
チ
で
、
現
存

す
る
日
蓮
聖
人
の
御
真
筆
（
一
二
四
幅
と
い

わ
れ
て
い
る
）
中
で
最
大
の
も
の
と
言
わ
れ
、

そ
の
授
与
さ
れ
た
子
孫
（
当
代
渡
辺
藤
樹
氏

〈
三
十
三
代
目
〉
）
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の

は
、
こ
の
一
幅
だ
け
と
い
わ
れ
て
お
り
非
常

に
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
（
文
化
財
審
議
委
員
　
　
外
川
　
勇
）

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
6
月
19
日
か
ら
7
月
18
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

ゆ
う
　
と

【
お
詫
び
と
訂
正
】 

7
月
号
30
ペ
ー
ジ
、
お
め
で
た(

出
生)

で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
と
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉
田
　
悠
透
　
　
雄
　
哉
　
由
紀
子
　
船
津

流
石
　
　
崇
　
　
宗
　
一
　
奈
緒
美
　
船
津

秋
山
　
実
玲
　
　
　
博
　
　
二
　
美
　
船
津

山
口
　
琉
生
　
　
　
博
　
　
江
利
子
　
船
津

小
林
　
優
太
　
　
貴
　
之
　
さ
や
か
　
船
津

外
川
　
恵
介
　
　
敏
　
夫
　
明
　
子
　
船
津

望
月
　
力
橙
　
　
崇
　
文
　
明
　
子
　
船
津

小
佐
野
遥
稀
　
　
　
健
二
　
由
美
子
　
船
津

高
杉
　
亜
美
　
　
賢
　
剛
　
安
　
澄
　
船
津

飯
坂
　
　
颯
　
　
　
斉
　
　
智
　
美
　
船
津

白
井
　
　
開
　
　
　
隆
　
　
啓
　
子
　
小
立

腰
原
　
杏
介
　
　
昭
　
雄
　
里
　
美
　
河
口

堀
内
　
良
哉
　
　
良
　
一
　
律
　
子
　
大
石

堀
内
　
裕
斗
　
　
裕
　
太
　
麻
　
美
　
大
石

山
本
　
龍
弥
　
　
亮
　
輔
　
千
　
春
　
勝
山

古
屋
　
竣
太
　
　
昌
　
浩
　
真
由
美
　
勝
山

小
佐
野
准
汰
　
　
　
哲
　
　
　
藍
　
　
勝
山

渡
邉
　
夏
鈴
　
　
啓
　
太
　
綾
　
音
　
大
嵐

渡
邉
　
貞
文
　
64
歳
　
渡
邉
　
辰
也
　
船
津

仲
沢
　
昭
子
　
80
歳
　
仲
沢
　
憲
一
　
船
津

渡
邉
　
義
正
　
79
歳
　
渡
邉
　
幸
子
　
船
津

し
ゅ
う

そ
う

か
い

み
　
れ
い

る
　
い

ゆ
う
　
た

け
い
す
け

り
き
　
と

は
る
　
き

あ
　
み

き
ょ
う
す
け

り
ょ
う 

や

ひ
ろ
　
と

り
ゅ
う
や

し
ゅ
ん
た

じ
ゅ
　
た

か
　
り
ん

渡
邊
　
真
子
　
　
圭
　
司
　
　
　
惠
　
小
立

ま
　
こ
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日   

時
　
9
月
4
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人口

男

女

世帯

　　25,742人
(＋11)

 12,686人
(＋13)

 13,056人
　(－2)

 8,798  
(＋11)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

7月1日現在の
人口・世帯

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

Happy Wedding

小
林
　
照
雄
　
69
歳
　
小
林
美
智
子
　
船
津

大
石
　
國
夫
　
77
歳
　
大
石
　
　
昇
　
小
立

梶
原
　
正
明
　
79
歳
　
梶
原
な
を
子
　
大
石

鎌
倉
宗
太
郎
　
74
歳
　
鎌
倉
　
宗
利
　
大
石

宮
下
た
つ
の
　
90
歳
　
宮
下
　
重
光
　
長
浜

河
　
　
裕
之 

 

＝ 
 

榎
本
　
寛
子
　
船
津

相
澤
　
秀
和 

 

＝ 
 

奥
脇
　
理
枝
　
船
津

伊
藤
　
篤
志 

 

＝ 
 

見
　
　
里
奈
　
船
津

鈴
木
　
大
三 

 

＝ 
 

小
林
あ
さ
美
　
船
津

渡
邊
誉
士
夫 

 

＝ 
 

石
橋
千
亜
希
　
小
立

梶
原
　
寛
夫 

 

＝ 
 

加
藤
え
り
子
　
河
口

林
　
　
光
義 

 

＝ 
 

小
林
　
恵
美
　
河
口

三
浦
　
研
太 

 

＝ 
 

石
原
　
裕
子
　
河
口

鎌
倉
　
政
照 

 

＝ 
 

外
川
真
須
美
　
大
石

深
田
辰
五
郎 

 

＝ 
 

桜
井
あ
す
か
　
勝
山

流
石
　
　
茂 

 

＝ 
 

小
林
亜
矢
子
　
勝
山

渡
邊
　
真
一 

 

＝ 
 

大
森
あ
さ
み
　
勝
山

■
無
料
弁
護
士
相
談

　
◆
日
時
　
8
月
10
日
金
、17
日
金
、22
日
水
 

  27　
日
月

　
　
　
　
　 

9
月
6
日
木 

午
後
1
時
～
4
時

　
◆
場
所
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　 

　
（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
：
甲
府
市
）

　
※
相
談
は
予
約
制
で
、
１
人
当
た
り
30
分

　
　  

℡
0
5
5-

2
2
3-

1
3
6
6

■
電
話
相
談

　
◆
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
　  
℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

　
◆
富
士
・
東
部
地
域
地
方
相
談
室

　
　  

℡
0
5
5
4
‐
45
‐
5
0
3
8
・
7
8
4
3

　
◆
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

今月の行政相談・心配ごと相談日

8月20日(月)

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、
　どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

町中央公民館

足和田出張所

上九一色出張所

勝山ふれあい
センター

10時～14時 10時～12時

午後1時～4時

午後1時15分
　～2時45分

＝
県
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
各
種
相
談
＝

町の行政相談員さんは、　白壁　勝雄　72-0143　　　小佐野成太郎　83-2320
　　　　　　　　　　　　梶原　一榮　82-2446　　　渡辺　袈裟司　87-2316

外

川

英

樹(

船
津)

お
詫
び
と
訂
正

　
７
月
号
9
ペ
ー
ジ
「
国
民
健
康
保
険
よ
り
お
知
ら
せ
」
の
内
容
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
８
期
分
納
期

　
H
17
・
３
・
31
　
正
し
く
は
H
20
・
３
・
31
で
す
。

今
月
の
新
庁
舎
企
画

今
月
の
新
庁
舎
企
画

展

示

者

8
月
6
日
～
8
月
３１
日

展
示
期
間

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

「
第
4
回 

 

　
富
士
山
麓
の
自
然
写
真
展
」

第
一
展
示
場
　
『
け
も
の
道
を
使
う
野
生
動
物
』

第
二
展
示
場
　
『
水
場
に
集
ま
る
小
鳥
た
ち
』

　
私
た
ち
の
町
は
自
然
が
豊
で
す
。
私
た
ち
が
少
し
角
度
を
変
え
て
森
や
湖

に
目
や
耳
を
傾
け
れ
ば
、
必
ず
と
い
っ
て
も
い
い
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
生

き
も
の
た
ち
が
、
た
く
ま
し
く
一
生
懸
命
に
生
活
し
て
い
る
姿
が
、
あ
っ
ち

で
も
こ
っ
ち
で
も
、
ど
こ
で
も
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
け
も
の
道(

登
山
道
や
森
の
作
業
道)
で
す
。

山
を
歩
い
て
い
る
と
野
生
動
物
の
残
し
た
足
跡
や
糞
が
多
数
発
見
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の
野
生
動
物
の
ほ
と
ん
ど
が

夜
行
性
で
す
。
暗
闇
で
ど
ん
な
行
動
を

と
っ
て
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
僕
は
ど
ん
な
野
生

生
物
た
ち
が
、
こ
の
け
も
の
道
を
利
用

し
て
い
る
の
か
を
知
り
た
く
な
り
、
赤

外
線
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
た
無
人
撮
影

方
法
を
試
み
ま
し
た
。
数
箇
所
に
セ
ッ

ト
し
た
カ
メ
ラ
の
前
に
は
昼
・
夜
関
係

な
く
様
々
な
種
類
の
野
生
動
物
た
ち
が

通
り
、
普
段
見
れ
な
い
野
生
そ
の
も
の

の
姿
が
撮
影
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
彼

ら
の
生
活
を
一
枚
づ
つ
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
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質の高い住民サービスを提供します。
地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 9001  14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

88
2007年

　
8月
 
N
o
.
4
5
広
報
富
士
河
口
湖

発
行
/
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
役
場

編
集
/
富
士
河
口
湖
町
役
場
　
企
画
課

〒
401-0392　

T
E
L
 
0
5
5
5
-
7
2
-
6
0
2
3

http://w
w

w
.tow

n.fujikaw
aguchiko.yam

anashi.jp/
kikaku@tow

n.fujikaw
aguchiko.lg.jp

EC00J0306

　
施
設
の
形
状
か
ら
国
内
に
類
を

見
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
催
し
物
を
、
平
成
７
年
に
オ
ー

プ
ン
し
て
以
来
、
数
々
開
催
し
て
き

た
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
が
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
の
要
望
を
踏
ま
え
建
設

し
て
き
た
可
動
屋
根
設
置
工
事
を

終
え
、
７
月
７
日
イ
ル
カ
さ
ん
、
江

原
啓
之
さ
ん
ほ
か
関
係
者
や
町
民

な
ど
多
く
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
無
事
竣
工
式
を
盛
大
に
行
い
ま

し
た
。

　
今
後
は
夏
以
外
の
時
期
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
各
種
催
し
物
、
ま
た
学

生
な
ど
の
音
楽
合
宿
で
の
発
表
、

練
習
な
ど
に
利
用
で
き
る
ほ
か
、

様
々
な
催
し
物
が
天
候
を
気
に
せ

ず
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
の
前
広

場
も
工
事
に
伴
い
広
い
ス
ペ
ー
ス

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

催
し
物
開
催
時
以
外
で
も
散
歩
な

ど
く
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

河口湖ステラシアターの可動屋根が完成しました！

　　　　　　　　　　　　

　　　　　ふれあいコンサート　　　　　　　

第１ステージ１４:００～１４:４５／第２ステージ１５:３０～１６:１５ 　　

　　　　  くつろぎAfternoonコンサート 　　　 

１３:００～１３:３０ (予定)　　　　　　　　     

　　　　  よりみち・ミニコンサート　　　　　　 

第１ステージ１４:１５～１４:４５／第2ステージ１５:１５～１６:１５ 　

　　　　  

①上り　１２:１２河口湖発⇒１３:１７大月着 

　下り　１３:３５大月発⇒１４:２８河口湖着

②上り　１４:４６河口湖発⇒１５:４１大月着

　下り　１５:５１大月発⇒１６:４１河口湖着

１２日（日）

１７日（金）

１７日（金）

１５日（水）

●その他、美術館や遊覧船上などでも開催されます●

富士急行線
「富士山河口湖音楽祭特別バンド号」車内

ショッピングセンターBELL

～音楽があなたの身近なところへ～  観覧無料！
「富士山河口湖音楽祭２００７」(８月１１日～１９日) 続報！

★

気軽にミニコンサート

ＫＡＷＡＧＵＣＨＩＫＯ　ＳＴＥＬＬＡＲ　ＴＨＥＡＴＥＲ


